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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイ生成構成要素と通信するコンピュータシステムにおいて、
　前記ディスプレイ生成構成要素を介して、前記コンピュータシステムのホーム画面ユー
ザインタフェース上に配置するためのユーザインタフェースオブジェクトを選択するため
の第１のユーザインタフェースを表示することであって、前記第１のユーザインタフェー
スは、第１のアプリケーションに対応するアプリケーションコンテンツを含む第１のユー
ザインタフェースオブジェクトを含む、ことと、
　前記第１のユーザインタフェースを表示している間に、前記第１のユーザインタフェー
ス内の個別の位置に向けられた第１のユーザ入力を検出することと、
　前記第１のユーザインタフェース内の前記個別の位置に向けられた前記第１のユーザ入
力を検出したことに応答して、前記第１のユーザインタフェースオブジェクトの１つ以上
の構成オプションを１つ以上の所定の構成オプションであって前記第１のユーザインタフ
ェースオブジェクトが該１つ以上の所定の構成オプションで予め構成されている、１つ以
上の所定の構成オプションとは異なる構成オプションに変更するための構成ユーザインタ
フェースを表示することであって、
　　前記１つ以上の所定の構成オプションは、前記第１のユーザインタフェースオブジェ
クトについての第１のサイズを含み、
　　前記構成ユーザインタフェースは、前記１つ以上の所定の構成オプションで予め構成
され且つ前記構成ユーザインタフェースの第１の大きさを占める前記第１のサイズで表示
される前記第１のユーザインタフェースオブジェクトの表現を含む、ことと、
　　前記第１のユーザインタフェースオブジェクトの前記表現を前記１つ以上の所定の構
成オプションで前記構成ユーザインタフェース内に表示する間に、前記構成ユーザインタ
フェースに向けられた１つ以上の入力を検出することと、
　　前記構成ユーザインタフェースに向けられた前記１つ以上の入力を検出したことに応
答して、前記第１のユーザインタフェースオブジェクトの前記表現のサイズを、前記第１
のサイズから、前記第１のサイズとは異なる第２のサイズに変更することであって、前記
第２のサイズは、前記構成ユーザインタフェースの前記第１の大きさとは異なる前記構成
ユーザインタフェースの第２の大きさを占める、ことと
　を含む、方法。
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【請求項２】
　前記第１のユーザインタフェースは、前記第１のユーザインタフェースオブジェクトと
は異なり、かつ第２のアプリケーションに対応するアプリケーションコンテンツを含む、
第２のユーザインタフェースオブジェクトを含み、前記方法は、
　前記第１のユーザインタフェース内の前記第２のユーザインタフェースオブジェクトに
向けられたユーザ入力を検出したことに応答して、前記第２のユーザインタフェースオブ
ジェクトの前記１つ以上の構成オプションを、１つ以上の所定の構成オプションであって
前記第２のユーザインタフェースオブジェクトが該１つ以上の所定の構成オプションで予
め構成されている、１つ以上の所定の構成オプションとは異なる構成オプションに変更す
るための構成インタフェースを表示することであって、
　　前記１つ以上の所定の構成オプションは、前記第２のユーザインタフェースオブジェ
クトについての第３のサイズを含み、
　　前記構成ユーザインタフェースは、前記１つ以上の所定の構成オプションで予め構成
され且つ前記構成ユーザインタフェースの第３の大きさを占める前記第３のサイズで表示
される前記第２のユーザインタフェースオブジェクトの表現を含む、ことと、
　　前記第２のユーザインタフェースオブジェクトの前記表現を前記１つ以上の所定の構
成オプションで前記構成ユーザインタフェース内に表示する間に、前記構成ユーザインタ
フェースに向けられた１つ以上の入力を検出することと、
　　前記構成ユーザインタフェースに向けられた前記１つ以上の入力を検出したことに応
答して、前記第２のユーザインタフェースオブジェクトの前記表現のサイズを、前記第３
のサイズから、前記第３のサイズとは異なる第４のサイズに変更することであって、前記
第３のサイズは、前記構成ユーザインタフェースの前記第３の大きさとは異なる前記構成
ユーザインタフェースの第４の大きさを占める、ことと

　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のユーザインタフェースオブジェクトの前記表現の前記サイズを前記第１のサ
イズから前記第２のサイズに変更した後に、前記第１のユーザインタフェースオブジェク
トを前記第１のユーザインタフェースとは異なる個別のユーザインタフェースに追加する
要求に対応する第２のユーザ入力を検出することと、
　前記第２のユーザ入力を検出したことに応答して、前記個別のユーザインタフェース内
に前記第１のユーザインタフェースオブジェクトを前記第２のサイズで表示することと
　を含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のユーザインタフェースは、異なるアプリケーションに対応するアプリケーシ
ョンコンテンツを含む複数のユーザインタフェースオブジェクトの表現を含み、前記複数
のユーザインタフェースオブジェクトは、同じ配置位置に関連付けられ、前記方法は、
　前記第１のユーザインタフェースを表示する間に、前記同じ配置位置に関連付けられた
アプリケーションコンテンツを含む前記複数のユーザインタフェースオブジェクトの前記
表現の位置に対応する、前記第１のユーザインタフェース内の位置に向けられた第３のユ
ーザ入力を検出することと、
　前記第３のユーザ入力を検出したことに応答して、
　　前記第３のユーザ入力が、アプリケーションコンテンツを含む複数のユーザインタフ
ェースオブジェクトを前記個別のユーザインタフェースに追加する要求に対応する、との
判定に従って、
　　　前記個別のユーザインタフェース内の個別の配置位置に、アプリケーションコンテ
ンツを含む前記複数のユーザインタフェースオブジェクトのうちの１つを表示することで
あって、前記個別の配置位置は、前記第３のユーザ入力に従って選択される、ことと、
　　　アプリケーションコンテンツを含む前記複数のユーザインタフェースオブジェクト
を、前記個別の配置位置と関連付けることにより、アプリケーションコンテンツを含む前
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記複数のユーザインタフェースオブジェクトの異なるユーザインタフェースオブジェクト
が、前記個別の配置位置において異なる時間に表示されることと
　を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記個別のユーザインタフェースを表示する間に、前記個別のユーザインタフェース内
の前記個別の配置位置に向けられた第４のユーザ入力を検出することと、
　前記第４のユーザ入力を検出したことに応答して、
　　前記個別の配置位置が、アプリケーションコンテンツを含む前記複数のユーザインタ
フェースオブジェクトの前記表現の位置に対応するとの判定に従って、前記同じ配置位置
に関連付けられた前記複数のユーザインタフェースオブジェクトの構成要素ユーザインタ
フェースオブジェクトを変更するための構成ユーザインタフェースを表示すること
　を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のユーザインタフェースオブジェクトについての１つ以上の構成オプションを
変更するための前記構成ユーザインタフェースは、前記第１のユーザインタフェースオブ
ジェクトの前記サイズを前記第１のサイズから、前記第２のサイズに変更するための１つ
以上の第１の制御を含む、
　請求項１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のユーザインタフェースオブジェクトについての１つ以上の構成オプションを
変更するための前記構成ユーザインタフェースは、前記第１のユーザインタフェースオブ
ジェクトのタイプを第１のタイプから、前記第１のユーザインタフェースオブジェクトの
前記第１のタイプとは異なる第２のタイプに変更するための１つ以上の第２の制御を含む
、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記１つ以上の第１の制御と前記１つ以上の第２の制御は、アクティブにされると、前
記第１のユーザインタフェースオブジェクトを自動的に選択された配置位置に追加させる
アフォーダンスと同時に表示される、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のユーザインタフェース内に表示される前記第１のユーザインタフェースオブ
ジェクトは、前記第１のアプリケーションからの現在のアプリケーションデータを含み、
前記方法は、
　前記第１のユーザインタフェース内に前記第１のユーザインタフェースオブジェクトを
表示している間に、前記第１のユーザインタフェースオブジェクトに含まれるアプリケー
ションデータが前記第１のアプリケーション内で更新されたとの判定に従って、前記第１
のアプリケーションから更新されたアプリケーションデータを表示するために、前記第１
のユーザインタフェース内の前記第１のユーザインタフェースオブジェクトを更新するこ
とを含む、
　請求項１から８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のユーザインタフェース内に表示される前記第１のユーザインタフェースオブ
ジェクトは、前記第１のアプリケーションからのユーザ固有のアプリケーションデータを
含む、
　請求項１から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のユーザインタフェース内の前記個別の位置に向けられた前記第１のユーザ入
力を検出したことに応答して、
前記第１のサイズで前記第１のユーザインタフェースオブジェクトを、前記１つ以上の第
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１の制御と同時に表示すること
　を含む、請求項６から８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記１つ以上の第１の制御と、アプリケーションコンテンツを含む前記第１のユーザイ
ンタフェースオブジェクトとを同時に表示する間に、前記１つ以上の第１の制御のうちの
少なくとも１つをアクティブにする１つ以上のユーザ入力を検出することと、
　前記１つ以上の第１の制御のうちの前記少なくとも１つをアクティブにする前記１つ以
上のユーザ入力を検出したことに応答して、
　　前記第１のユーザインタフェースオブジェクトに対応するアプリケーションデータが
ロードされている間に、前記第１のユーザインタフェースオブジェクトの代わりにプレー
スホルダオブジェクトを表示することと、
　　前記第１のユーザインタフェースオブジェクトに対応する前記アプリケーションデー
タがロードされた後に、前記第１のユーザインタフェースオブジェクトを前記プレースホ
ルダオブジェクトの代わりに表示することと
　を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記１つ以上の第１の制御と同時に表示される前記第１のユーザインタフェースオブジ
ェクトは、前記第１のユーザインタフェースの背景とは別個に移動するようにアニメーシ
ョン化される、
　請求項１１又は１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記１つ以上の第１の制御と同時に表示される前記第１のユーザインタフェースオブジ
ェクトは、前記ユーザインタフェースの前記背景に対して模擬されたｚ方向に傾斜するよ
うアニメーション化される、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のユーザインタフェースオブジェクトについての１つ以上の構成オプションを
変更するための前記構成ユーザインタフェース及び前記第１のユーザインタフェースオブ
ジェクトを同時に表示している間に、前記第１のユーザインタフェースオブジェクトを前
記第１のユーザインタフェースオブジェクト用のユーザ選択された配置位置へドラッグす
る要求に対応するユーザ入力の初期部分を検出することと、
　前記第１のユーザインタフェースオブジェクトを前記第１のユーザインタフェースオブ
ジェクトの前記ユーザ選択された配置位置にドラッグする前記要求に対応する前記ユーザ
入力の前記初期部分を検出したことに応答して、前記第１のユーザインタフェースオブジ
ェクトが前記ユーザ入力の継続と共に移動可能であることを示すために、前記第１のユー
ザインタフェースオブジェクトの見掛けを変更することと
　を含む、請求項１から１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ホーム画面ユーザインタフェースのページの第１の部分上に前記第１のユーザイン
タフェースがオーバレイされ、前記ホーム画面ユーザインタフェースの前記ページの第２
の部分は、前記第１のユーザインタフェースと同時に視認可能であり、前記ホーム画面ユ
ーザインタフェースの前記ページは複数のアプリケーションアイコンを含み、前記複数の
アプリケーションアイコンの１つ以上は前記ページの第２の部分内で視認可能である、
　請求項１から１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１のユーザインタフェース内に、異なるアプリケーションに対応するアプリケー
ションコンテンツを含む第１の複数のユーザインタフェースオブジェクトを含む第１の予
め構成されたユーザインタフェースオブジェクトグループを表示し、前記第１の予め構成
されたユーザインタフェースオブジェクトグループは、個別のユーザインタフェース上に
配置されると、前記第１の予め構成されたユーザインタフェースオブジェクトグループに
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含まれる異なるサブセットの、アプリケーションコンテンツを含む前記第１の複数のユー
ザインタフェースオブジェクトを、前記第１の予め構成されたユーザインタフェースオブ
ジェクトグループの配置位置において異なる時間に表示する、
　請求項１から１６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　ディスプレイ生成構成要素と、
　入力要素と、
　１つ以上のプロセッサと、
　を備えるコンピュータシステムであって、
　１つ以上のプログラムを記憶したメモリと、を備え、前記１つ以上のプログラムが、前
記１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成されており、前記１つ以上のプロ
グラムが、
　　前記ディスプレイ生成構成要素を介して、前記コンピュータシステムのホーム画面ユ
ーザインタフェース上に配置するためのユーザインタフェースオブジェクトを選択するた
めの第１のユーザインタフェースを表示し、前記第１のユーザインタフェースは、第１の
アプリケーションに対応するアプリケーションコンテンツを含む第１のユーザインタフェ
ースオブジェクトを含み、
　　前記第１のユーザインタフェースを表示している間に、前記第１のユーザインタフェ
ース内の個別の位置に向けられた第１のユーザ入力を検出し、
　　前記第１のユーザインタフェース内の前記個別の位置に向けられた前記第１のユーザ
入力を検出したことに応答して前記第１のユーザインタフェースオブジェクトの１つ以上
の構成オプションを１つ以上の所定の構成オプションであって前記第１のユーザインタフ
ェースオブジェクトが該１つ以上の所定の構成オプションで予め構成されている、１つ以
上の所定の構成オプションとは異なる構成オプションに変更するための構成ユーザインタ
フェースを表示し、
　　　前記１つ以上の所定の構成オプションは、前記第１のユーザインタフェースオブジ
ェクトについての第１のサイズを含み、
　　　前記構成ユーザインタフェースは、前記１つ以上の所定の構成オプションで予め構
成され且つ前記構成ユーザインタフェースの第１の大きさを占める前記第１のサイズで表
示される前記第１のユーザインタフェースオブジェクトの表現を含み、
　　前記第１のユーザインタフェースオブジェクトの前記表現を前記１つ以上の所定の構
成オプションで前記構成ユーザインタフェース内に表示する間に、前記構成ユーザインタ
フェースに向けられた１つ以上の入力を検出し、
　　前記構成ユーザインタフェースに向けられた前記１つ以上の入力を検出したことに応
答して、前記第１のユーザインタフェースオブジェクトの前記表現のサイズを、前記第１
のサイズから、前記第１のサイズとは異なる第２のサイズに変更し、前記第２のサイズは
、前記構成ユーザインタフェースの前記第１の大きさとは異なる前記構成ユーザインタフ
ェースの第２の大きさを占める
　命令を含む、コンピュータシステム。
【請求項１９】
　前記１つ以上のプログラムが、請求項２から１７のいずれか一項に記載の方法を実行す
る命令を含む、請求項１８に記載のコンピュータシステム。
【請求項２０】
　命令を含むプログラムであって、前記命令はディスプレイ生成構成要素及び入力要素を
備えたコンピュータシステムによって実行されると、前記コンピュータシステムに、
　前記ディスプレイ生成構成要素を介して、前記コンピュータシステムのホーム画面ユー
ザインタフェース上に配置するためのユーザインタフェースオブジェクトを選択するため
の第１のユーザインタフェースを表示し、前記第１のユーザインタフェースは、第１のア
プリケーションに対応するアプリケーションコンテンツを含む第１のユーザインタフェー
スオブジェクトを含む、表示させ、
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　前記第１のユーザインタフェースを表示している間に、前記第１のユーザインタフェー
ス内の個別の位置に向けられた第１のユーザ入力を検出させ、
　前記第１のユーザインタフェース内の前記個別の位置に向けられた前記第１のユーザ入
力を検出したことに応答して前記第１のユーザインタフェースオブジェクトの１つ以上の
構成オプションを１つ以上の所定の構成オプションであって前記第１のユーザインタフェ
ースオブジェクトが該１つ以上の所定の構成オプションで予め構成されている、１つ以上
の所定の構成オプションとは異なる構成オプションに変更するための構成ユーザインタフ
ェースを表示させ、
　　　前記１つ以上の所定の構成オプションは、前記第１のユーザインタフェースオブジ
ェクトについての第１のサイズを含み、
　　　前記構成ユーザインタフェースは、前記１つ以上の所定の構成オプションで予め構
成され且つ前記構成ユーザインタフェースの第１の大きさを占める前記第１のサイズで表
示される前記第１のユーザインタフェースオブジェクトの表現を含み、
　　前記第１のユーザインタフェースオブジェクトの前記表現を前記１つ以上の所定の構
成オプションで前記構成ユーザインタフェース内に表示する間に、前記構成ユーザインタ
フェースに向けられた１つ以上の入力を検出させ、
　　前記構成ユーザインタフェースに向けられた前記１つ以上の入力を検出したことに応
答して、前記第１のユーザインタフェースオブジェクトの前記表現のサイズを、前記第１
のサイズから、前記第１のサイズとは異なる第２のサイズに変更させ、前記第２のサイズ
は、前記構成ユーザインタフェースの前記第１の大きさとは異なる前記構成ユーザインタ
フェースの第２の大きさを占める、プログラム。
【請求項２１】
　前記コンピュータシステムによって実行されると、請求項２から１７のいずれか一項に
記載の方法を前記コンピュータシステムに実行させる、命令を更に含む、請求項２０に記
載のプログラム。
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